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このマニュアルの使用法

このガイドでは、Sun Fire X4470 M2 サーバーを Oracle から構成して使用可能な状態
にするためのオペレーティングシステムのインストールおよび初期構成に関する手順
について説明します。

本書は、サーバーシステムを理解しているシステム管理者、ネットワーク管理者、お
よびサービス技術者を対象としています。

■ v ページの「製品のダウンロード」

■ vi ページの「ドキュメントとフィードバック」

■ vii ページの「サポートとトレーニング」

製品のダウンロード
すべての Oracle x86 サーバーと サーバーモジュール (ブレード) のダウンロードデー
タは My Oracle Support (MOS) にあります。MOS には、2 つのタイプのダウンロー
ドデータがあります。

■ ラックマウントサーバー、サーバーモジュール、モジュラーシステム (ブレード
シャーシ)、または Network Express Module (NEM) に固有のソフトウェアリリー
スバンドル。これらのソフトウェアリリースバンドルには、Oracle Integrated 
Lights Out Manager (ILOM)、Oracle Hardware Installation Assistant、および他
のプラットフォームのソフトウェアとファームウェアが含まれます。

■ 複数のタイプのハードウェアで共通するスタンドアロンソフトウェア。このソフト
ウェアには、Hardware Management Pack と Hardware Management Connectors 
が含まれます。
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▼ ソフトウェアとファームウェアのダウンロード

1. (https://support.oracle.com) にアクセスします。

2. My Oracle Support にサインインします。

3. ページの上部にある「Patches and Updates (パッチとアップデート)」タブをク
リックします。

4. 「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Product or Family (Advanced 
Search) (製品またはファミリー (詳細検索))」を選択します。

5. 「Product? Is (製品は?)」フィールドで、完全な製品名 (たとえば、Sun Fire 
X4470) を入力するか、または一致する製品名の一覧が表示されるまで、製品名の
一部を入力してから、該当する製品を選択します。

6. 「Release? Is (リリースは?)」プルダウンリストで、下矢印をクリックします。

7. 表示された画面で、製品フォルダアイコンの隣にある三角印 (>) をクリックし、選
択肢を表示してから、該当するリリースを選択します。

8. 「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Search (検索)」をクリックします。

製品ダウンロードデータのリスト (パッチとしてリストされる) が表示されます。

9. 該当するパッチ名 (たとえば、Sun Fire X4470 SW 1.1 リリース向けのパッチ 
10266805) を選択します。

10. 表示された右側のウィンドウで、「Download (ダウンロード)」をクリックします。

ドキュメントとフィードバック

このドキュメントに関するフィードバックは、次の Web サイトから送信できます。

(http://www.oraclesurveys.com/se.ashx?s=25113745587BE578)

ドキュメント リンク

Oracle のすべてのド
キュメント

(http://www.oracle.com/documentation)

Sun Fire X4470 M2 
サーバー

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E20781-
01&id=homepage)

Oracle Integrated 
Lights Out Manager 
(ILOM) 3.0

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E19860-
01&id=homepage)
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サポートとトレーニング
これらの Web サイトでは追加リソースを提供しています。

■ サポート (https://support.oracle.com)

■ トレーニング (https://education.oracle.com)
このマニュアルの使用法 vii

https://education.oracle.com
https://support.oracle.com


viii Sun Fire X4470 M2 サーバー Solaris オペレーティングシステム設置マニュアル • 2011 年 6 月



第 1 章

はじめに

この章では、Oracle Solaris オペレーティングシステムを Oracle の Sun Fire X4470 
M2 サーバーにインストールする方法の概要について説明します。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 1 ページの「サポートされる Oracle Solaris オペレーティングシステム」

■ 2 ページの「インストール時の注意事項」

■ 3 ページの「インストール作業の概要」

サポートされる Oracle Solaris オペレー
ティングシステム
Sun Fire X4470 M2 サーバーは、次の Oracle Solaris オペレーティングシステムをサ
ポートします。

■ Oracle Solaris 09 10/10

Sun Fire X4470 M2 サーバー上でサポートされているすべてのオペレーティングシス
テムの完全な更新一覧については、Sun Fire x86 ラックマウントサーバーの Web サ
イトにアクセスし、Sun Fire X4470 M2 サーバーのページを参照してください。

(http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-
x86/overview/index.html)
1
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Oracle Solaris マニュアルセット

このガイドのインストール手順では、Solaris のインストールを開始する手順の概要を
説明しています。サーバーに Oracle Solaris オペレーティングシステムをインストー
ルする方法の詳細は、次のマニュアルセットを参照してください。

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E19253-01&id=
homepage)

インストール時の注意事項
x86 サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始する前に、次の重
要な注意事項について確認してください。

注意事項 説明 詳細は、次を参照してください。

オペレーティングシ
ステムを手動でイン
ストールするための
ローカルまたはリ
モートによる配備
方法の選択

オペレーティングシステムは、サポートされる
配備方法のいずれを使用してもインストールで
きます。

• 内蔵または外付けのストレージデバイスおよ
び接続された KVMS を使用するローカルイン
ストール。

• Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) リモートコンソールまたは JumpStart 
カスタムインストールのいずれかを使用した
ネットワークインストール。

• 付録 A サポートされるインストール
方法

• 『Solaris 10 09/10 インストールガイ
ド (ネットワークインストール)』

• 『Solaris 10 09/10 インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/ 上級編)』

RAID ボリュームの
作成

起動ドライブを RAID 構成の一部にする場合
は、オペレーティングシステムをインストール
する前に、ドライブで RAID ボリュームを設定
する必要があります。

• オプションの SGX-SAS6-R-INT-Z ホストバス
アダプタを使用している場合、LSI 統合 RAID 
コントローラの設定ユーティリティーを使用
して、RAID ボリュームを設定する必要があ
ります。手順については、『LSI MegaRAID 
SAS ソフトウェアユーザーズガイド』を参照
してください。

• オプションの SGX-SAS6-INT-Z HBA を使用
している場合、BIOS 構成ユーティリティーを
使用して、RAID ボリュームを設定する必要
があります。手順については、『Sun Storage 
6 Gb SAS PCIe HBA Internal Installation 
Guide』を参照してください。

• 『LSI MegaRAID SAS ソフトウェア
ユーザーズガイド』、次の Web サイ
トで入手可能: 
(http://www.lsi.com/support/
sun/)

• 『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA 
Internal Installation Guide』

• 18 ページの「RAID 管理ソフトウェ
アのインストール」
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インストール作業の概要
Oracle Solaris 10 09/10 オペレーティングシステムをインストールするには、次に示
す作業をすべて順番に実行します。

1. Oracle Solaris10 09/10 オペレーティングシステムのインストールメディアを入手
します。

Solaris オペレーティングシステムの DVD メディアはサーバーに付属しています。

2. オプションの Documentation and Media Kit DVD で提供される Tools and 
Drivers Firmware を入手するか、または、付録 C を参考にして、サーバーで使用
できる最新のドライバとユーティリティーをダウンロードします。

3. 付録 A を参考にして、Solaris インストールを配備するためのインストール方法を
選択し設定します。

4. 第 2 章で説明する、Solaris インストールの実行手順に従います。

5. 18 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」で説明する、Solaris のイン
ストール後の作業を実行する手順に従います。

OS の新規インス
トール時の BIOS 
設定の検証

オペレーティングシステムをインストールする
前に、BIOS の出荷時のデフォルトプロパティー
に設定されていることを確認するようにしてく
ださい。

• 付録 B

オプションの追加ソ
フトウェアのインス
トール

オペレーティングシステムのインストールを実
行したあとに、システムに関連のある重要な 
Solaris パッチのインストールが必要となる場合
があります。Solaris パッチには、新機能、機能
の強化、および既知の問題に対する修正が含ま
れています。

• 18 ページの「Oracle Solaris のインス
トール後の作業」

OS のインストール
に関する最新情報と
パッチの入手

サポートされているオペレーティングシステム
ソフトウェアおよびパッチについては、『Sun 
Fire X4470 M2 サーバーご使用にあたって』を参
照してください。

• Sun Fire X4470 M2 サーバーご使用に
あたって

注意事項 説明 詳細は、次を参照してください。
第 1 章 はじめに 3
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第 2 章

Oracle Solaris 10 のインストール

この章では、Oracle Solaris 10 09/10 オペレーティングシステム (Solaris 10 OS) を 
Sun Fire X4470 M2 サーバーにインストールする方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

■ 5 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した Oracle Solaris 
10 OS のインストール」

■ 12 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した Oracle Solaris 10 OS のインス
トール」

■ 18 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」

インストール済みの Solaris 10 OS イメージを設定する方法については、『Sun Fire 
X4470 M2 サーバー設置マニュアル』の設定手順を参照してください。

ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した Oracle Solaris 10 OS のイン
ストール
次の手順では、Oracle Solaris オペレーティングシステムのインストールをローカル
またはリモートのメディアから起動する方法について説明します。この手順では、次
のいずれかのソースからインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ Oracle Solaris 09 10/10 以降のリリースの DVD セット (内蔵または外付けの DVD)

■ Oracle Solaris 10 09/10 以降のリリースの ISO DVD イメージ

注 – PXE 環境からインストールメディアを起動する場合は、12 ページの「PXE ネッ
トワーク環境を使用した Oracle Solaris 10 OS のインストール」で手順を確認してく
ださい。
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インストールを開始する前に 
この節のインストール手順を開始する前に、次の要件を満たすようにしてください。

■ オペレーティングシステムをインストールするための前提条件をすべて満たして
いる。これらの前提条件については、第 1 章を参照してください。

■ インストールを実行する前に、使用するインストール方法 (コンソール、起動メ
ディア、インストール先など) を決定して、設定が完了している。これらの設定に
関する要件については、付録 A を参照してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行
する必要があります。詳細は、18 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作
業」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
した Oracle Solaris 10 OS のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ ディストリビューション DVD を使用する場合。ローカルまたはリモートの 
DVD ドライブに Solaris 10 DVD を挿入します。

■ ISO イメージ を使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISO イメージの場所を認識して
いることを確認します。

インストールメディアを設定する方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源を入れ直します。

たとえば、次のように表示されます。

■ Oracle ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」-->「Remote 
Power Control」タブを選択し、次に「Select Action」リストボックス
から「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の Oracle ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。
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注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

3. BIOS 画面で、F8 キーを押して、Solaris のインストールで使用する一時起動デバイ
スを指定します。

「Please Select Boot Device (起動デバイスを選択してください)」メニューが表示
されます。
第 2 章 Oracle Solaris 10 のインストール 7



4. 「Boot Device (起動デバイス)」メニューで、最初の (一時) 起動デバイスとして
外付けまたは仮想 DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

手順 3 に示す「Boot Device (起動デバイス)」メニューの例では、最初の起動デバイ
スとして仮想 DVD デバイスが指定されています。

注 – Oracle ILOM リモートコンソールアプリケーションを使用して、リダイレクト
された DVD から Solaris のインストールを実行している場合は、「AMI Virtual 
CDROM」を選択します。この項目は、リダイレクトされた DVD からインストールを
実行するときに、「Boot Device (起動デバイス)」メニューのオプションとして表示
されます。

「GRUB」メニューが表示されます。

5. 「GRUB」メニューで、「Solaris_10 os」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シリアルコンソールをサ
ポートするには、カーネル行の起動フラグに ,console = ttya を追加します。

Solaris ディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「Install Type (インストールの種類)」メニュー
が表示されます。
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6. 「Install Type (インストールの種類)」メニューで、インストールの実行に使用す
るインタフェースの種類を選択します。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト) － 1 を入力して Enter 
キーを押します。

■ デスクトップセッションからのテキストインストーラ － 3 を入力して Enter 
キーを押します。

■ コンソールセッションからのテキストインストーラ － 4 を入力して Enter 
キーを押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェースの
種類により異なります。この手順で示す以降の画面の例は、デフォルトのグラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オプション (オプション 1) を
選択した場合の画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「Configure Keyboard Layout (キーボードレイアウトの設定)」メニューが表示さ
れます。
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7. 「Configure Keyboard Layout (キーボードレイアウトの設定)」メニューで適切な
キーボードレイアウトを選択し、Enter キーを押します。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。
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8. 「Discovering Network Configuration and Starting Solaris Interactive Installation」
画面で、Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここで GUI が機能していることを確認します。

9. 表示されたテキストが判読可能な場合は、この画面で Enter キーを押します。

「Language Selection (言語の選択)」メニューが表示されます。

10. 「Language Selection (言語の選択)」メニューで、選択した言語 ID 番号 (0-9) を
入力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「Welcome (ようこそ)」画面が表示されます。

注 – 次に示す画面の例は、GUI インストールプログラムを選択した場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「Welcome (ようこそ)」画面 (図では示しません) が表示されます。
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11. 「Welcome (ようこそ)」画面で、「Next (次へ)」をクリックして、インストールを
開始します。

すべてのシステム情報を事前に設定した場合、設定情報の入力を求めるプロンプ
トはインストールプログラムでは表示されません。一部のシステム情報があらか
じめ設定されていない場合は、それらの情報を求めるいくつかの設定画面が表示
されます。

12. 標準的な Oracle Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Oracle 
Solaris のドキュメントを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Oracle Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストール完了時に自動的に再起動するようにシステムを設定しなかった場
合は、システムを手動で再起動します。

13. 18 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」に進み、Solaris のインス
トール後の作業を実行します。

PXE ネットワーク環境を使用した 
Oracle Solaris 10 OS のインストール
次の手順では、Oracle Solaris オペレーティングシステムのインストールを PXE ネッ
トワーク環境から起動する方法について説明します。この手順では、次のいずれかの
ソースからインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ Oracle Solaris 10 09/10 DVD セット (内蔵または外付けの DVD)

■ Oracle Solaris 10 09/10 ISO DVD イメージまたは Solaris JumpStart イメージ

注 – JumpStart は、Oracle Solaris オペレーティングシステムを複数のサーバーに初
めてインストールおよび設定するときの多くの手動作業を自動化します。JumpStart イ
メージの使用方法については、『Solaris 10 09/10 インストールガイド (カスタム 
JumpStart/上級編)』を参照してください。
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インストールを開始する前に

Oracle Solaris 10 PXE インストールを開始する前に、次の要件を満たす必要があります。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアを起動するには、次の
作業を完了しておくようにしてください。

■ インストールをエクスポートするように PXE 起動インストールサーバーを設定
します。

注 – 複数の DHCP サーバーを含むサブネットでは、PXE ネットワーク起動は正常に
機能しません。このため、インストール対象のクライアントシステムを含むサブネッ
トでは、ただ 1 つの DHCP サーバーを設定する必要があります。

■ Sun Fire X4470 M2 サーバーの MAC ネットワークポートアドレスを、PXE 起
動インストールサーバーでクライアントシステムとして設定します。

ネットワークから Oracle Solaris 10 を設定およびインストールする方法について
は、『Solaris 10 09/10 インストールガイド (ネットワークインストール)』を参照
してください。

■ 使用するインストールメディアソースが JumpStart インストールイメージの場合、
そのイメージを適切に準備してインストールできるようにします。このガイドで
は、JumpStart インストールの正しい設定と配備の方法については説明しません。

Oracle Solaris JumpStart イメージの作成方法については、『Solaris 10 09/10 インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。

次に示す手順の完了後、この章で後述するインストール後に必要な作業を確認して実
行する必要があります。詳細は、18 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作
業」を参照してください。

▼ ネットワーク PXE 起動を使用した Oracle Solaris 10 OS 
のインストール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、Oracle Solaris のインストールメディ
アを PXE 起動で使用できることを確認します。

詳細は、13 ページの「インストールを開始する前に」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

たとえば、次のように表示されます。

■ Oracle ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」-->「Remote 
Power Control」タブを選択し、次に「Select Action」リストボックス
から「Power Cycle」オプションを選択します。
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■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の Oracle ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。

3. BIOS 画面で、F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「Please Select Boot Device (起動デバイスを選択してください)」メニューが表示
されます。

4. 「Boot Device (起動デバイス)」メニューで、適切な PXE 起動ポートを選択し
て、Enter キーを押します。

PXE 起動ポートは、ネットワークインストールサーバーと通信するように設定さ
れた物理ネットワークポートです。

「GRUB」メニューが表示されます。
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5. 「GRUB」メニューで、「Solaris_10 os」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シリアルコンソールをサ
ポートするには、カーネル行の起動フラグに ,console = ttya を追加します。

Solaris ディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「Install Type (インストールの種類)」メニュー
が表示されます。

6. 「Install Type (インストールの種類)」メニューで、インストールの実行に使用す
るインタフェースの種類を選択します。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト) － 1 を入力して Enter 
キーを押します。

■ デスクトップセッションからのテキストインストーラ － 3 を入力して Enter 
キーを押します。

■ コンソールセッションからのテキストインストーラ － 4 を入力して Enter 
キーを押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェース
の種類によって異なります。この手順で示す画面の例は、デフォルトのグラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オプション (オプション 1) を
選択した場合の画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「Configure Keyboard Layout (キーボードレイアウトの設定)」メニューが表示さ
れます。

7. 「Configure Keyboard Layout (キーボードレイアウトの設定)」メニューで適切な
キーボードレイアウトを選択し、Enter キーを押します。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。
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8. 「Discovering Network Configuration and Starting Solaris Interactive Installation」
画面で、Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここで GUI が機能していることを確認します。

9. 表示されたテキストが判読可能な場合は、この画面で Enter キーを押します。

「Language Selection (言語の選択)」メニューが表示されます。

10. 「Language Selection (言語の選択)」メニューで、選択した言語 ID 番号 (0-9) を
入力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「Welcome (ようこそ)」画面が表示されます。

注 – 次に示す画面の例は、GUI インストールプログラムを選択した場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「Welcome (ようこそ)」画面 (図では示しません) が表示されます。
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11. 「Welcome (ようこそ)」画面で、「Next (次へ)」をクリックして、インストールを
開始します。

すべてのシステム情報を事前に設定した場合、設定情報の入力を求めるプロンプ
トはインストールプログラムでは表示されません。一部のシステム情報があらか
じめ設定されていない場合は、それらの情報を求めるいくつかの設定画面が表示
されます。

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のドキュ
メントを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Oracle Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストール完了時に自動的に再起動するようにシステムを設定しなかった場
合は、システムを手動で再起動します。

13. 18 ページの「Oracle Solaris のインストール後の作業」に進み、Solaris のインス
トール後の設定作業を実行します。
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Oracle Solaris のインストール後の作業
Solaris のインストールと Oracle Solaris オペレーティングシステムの再起動が完了し
たら、次に示すインストール後の作業を確認し、使用しているシステムで該当する作
業を必要に応じて実行します。

■ 18 ページの「重要な Solaris パッチのインストール」

■ 18 ページの「RAID 管理ソフトウェアのインストール」

注 – この節に記載されている SAS PCIe HBA オプションカードのいくつかは、まだ
購入できない可能性があります。Sun Fire X4470 M2 サーバー用に購入できる HBA 
オプションカードを決定するには、Sun Fire x86 ラックマウントサーバーの Web サイ
トにアクセスし、Sun Fire X4470 M2 サーバーのページを参照してください。
(http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-
x86/overview/index.html)

重要な Solaris パッチのインストール

次の Web サイトでパッチ情報を参照し、必要であれば、システムにインストールす
るパッチを決定します。

(http://support.oracle.com)

RAID 管理ソフトウェアのインストール

サーバーにオプションの SGX-SAS6-R-INT-Z HBA をインストールしている場合、
Tools and Drivers Firmware の一部として使用できる RAID 管理ソフトウェアをイン
ストールする必要があります。RAID 管理ソフトウェアをインストールしない場合、
Oracle Solaris OS はディスクエラーを検出および報告できません。付録 C を参考に
して、最新の Tools and Drivers Firmware をサーバーにダウンロードできます。

RAID 管理ソフトウェアのインストール方法については、HBA に付属のドキュメン
トか、次の Web サイトで入手できる『LSI MegaRAID SAS Software User’s Guide』を
参照してください。(http://www.lsi.com/support/sun/)
18 Sun Fire X4470 M2 サーバー Solaris オペレーティングシステム設置マニュアル • 2011 年 6 月

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.html
http://support.oracle.com
http://www.lsi.com/support/sun/


付録 A

サポートされるインストール方法

サーバーに Solaris オペレーティングシステムをインストールする最適な方法を決定
するには、この付録で説明している次の内容を検討してください。

■ 19 ページの「コンソール出力」

■ 21 ページの「インストール起動メディア」

■ 23 ページの「インストール先」

コンソール出力
表 A-1 に、オペレーティングシステムをインストールする際の出力と入力を表示する
ためのコンソールを示します。
19



表 A-1 OS インストールを実行する際のコンソールオプション

コンソール 説明 セットアップ要件

ローカルコンソール ローカルコンソールをサーバー 
SP に直接接続することによ
り、OS のインストールやサー
バーの管理を実行できます。

ローカルコンソールの例とし
て、次のものがあります。

• シリアルコンソール 
• VGA コンソール (USB キー

ボードおよびマウスを使用)

1. ローカルコンソールをサーバーに接続します。

詳細は、『Sun Fire X4470 M2 サーバー設置マニュア
ル』の「サーバーへのケーブルの接続」を参照してく
ださい。

2. Oracle ILOM プロンプトで、Oracle ILOM ユーザー名
とパスワードを入力します。

3. シリアルコンソール接続の場合のみ、start 
/SP/console と入力して、ホストのシリアルポート
との接続を確立します。

ビデオ出力がローカルコンソールに自動的にルーティン
グされます。

サーバー SP との接続の確立方法については、Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 ドキュメント
ライブラリを参照してください。

リモートコンソール サーバー SP へのネットワーク
接続を確立することにより、リ
モートコンソールから OS のイン
ストールやサーバーの管理を行
うことができます。

リモートコンソールの例には、
次のものがあります。

• Oracle ILOM リモートコン
ソールアプリケーションを使
用した Web ベースのクライ
アント接続

• シリアルコンソールを使用し
た SSH クライアント接続

1. サーバー SP の IP アドレスを確立します。

詳細は、『Sun Fire X4470 M2 サーバー設置マニュア
ル』を参照してください。

2. リモートコンソールとサーバー SP の間の接続を確立し
ます。

Web ベースのクライアント接続の場合は、次の手順を
実行します。1) Web ブラウザにサーバー SP の IP アド
レスを入力します。2) Oracle ILOM Web インタフェー
スにログインします。3) Oracle ILOM リモートコンソー
ルを起動して、ビデオ出力をサーバーから Web クライ
アントにリダイレクトします。4)「Device」メニューで
デバイスの切り替え (マウス、キーボードなど) を有効に
します。

SSH クライアント接続の場合は、次の手順を実行しま
す。1) シリアルコンソールからサーバー SP への SSH 
接続を確立します(ssh root@ILOM_SP_ipaddress)。
2) Oracle ILOM コマンドラインインタフェースにログ
インします。3) start /SP/console と入力してサー
バーから SSH クライアントへシリアル出力をリダイレ
クトします。

ILOM SP へのリモート接続の確立や ILOM リモートコン
ソールの使用については、Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 ドキュメントライブラリを参照して
ください。
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インストール起動メディア 
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカルま
たはリモートのインストールメディアソースを起動します。表 A-2 に、サポートされ
るメディアソースと、各ソースで必要なセットアップ要件を示します。

表 A-2 OS インストール実行のための起動メディア

インストールメディア 説明 セットアップ要件

ローカル起動メ
ディア

ローカル起動メディアには、サー
バー上の組み込み型ストレージデ
バイスまたはサーバーに接続され
た外付けのストレージデバイスが
必要です。

サポートされる OS のローカル起
動メディアソースには、次のもの
があります。

• CD/DVD-ROM インストールメ
ディア、および該当する場合は
フロッピーデバイスドライバメ
ディア

1. 使用しているサーバーに組み込み型ストレージデバ
イスがない場合は、サーバーの前面または背面パネ
ルに適切なストレージデバイスを接続します。

2. ローカルデバイスをサーバーに接続する方法につい
ては、『Sun Fire X4470 M2 サーバー設置マニュア
ル』の「サーバーへのケーブルの接続」を参照して
ください。
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リモート起動メ
ディア

リモートメディアでは、ネット
ワークを介してインストールを起
動する必要があります。ネット
ワークインストールは、リダイレ
クトされた起動ストレージデバイ
スか、Pre-boot eXecution 
Environment (PXE) を使用して
ネットワーク上にインストールを
エクスポートする別のネットワー
クシステムから開始できます。

リモートストレージデバイスから起動メディアをリダ
イレクトするには、次の手順を実行します。

1. 起動メディアを、次のようなストレージデバイスに
挿入します。

CD/DVD-ROM の場合、組み込み型または外付けの 
CD/DVD-ROM ドライブにメディアを挿入します。

CD/DVD-ROM ISO イメージの場合、ISO イメージ
がネットワーク共有された場所ですぐに利用できる
ことを必ず確認してください。

デバイスドライバフロッピーメディア (該当する場合) 
の場合、フロッピーメディアを外付けのフロッピー
ドライブに挿入します。

デバイスドライバフロッピー ISO イメージの場合、
ISO イメージ (該当する場合) がネットワーク共有さ
れた場所または USB ドライブ上ですぐに利用できる
ことを確認する必要があります。

2. サーバーの Oracle ILOM SP に対する Web ベースの
クライアント接続を確立し、Oracle ILOM リモート
コンソールアプリケーションを起動します。詳細
は、表 A-1 に示す Web ベースのクライアント接続に
関するセットアップ要件を参照してください。

3. Oracle ILOM リモートコンソールアプリケーション
の「Device」メニューで、次のように起動メディア
の場所を指定します。

CD/DVD-ROM 起動メディアの場合は、「CD-
ROM」を選択します。

CD/DVD-ROM ISO イメージ起動メディアの場合
は、「CD-ROM Image (CD-ROM イメージ)」を選択
します。

フロッピーデバイスドライバ起動メディアの場合
は、「Floppy (フロッピー)」を選択します (該当す
る場合)。
フロッピーイメージのデバイスドライバ起動メディ
アの場合は、「Floppy Image」を選択します (該当
する場合)。

Oracle ILOM リモートコンソールの詳細は、Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 ドキュメン
トライブラリを参照してください。

サポートされる OS のリモートメ
ディアソースには、次のようなも
のがあります。

• CD/DVD-ROM インストールメ
ディア、および該当する場合は
フロッピーデバイスドライバメ
ディア

• CD/DVD-ROM の ISO インス
トールイメージ、および該当す
る場合はフロッピーの ISO デバ
イスドライバメディア

• 自動インストールイメージ (PXE 
起動が必要)

表 A-2 OS インストール実行のための起動メディア (続き)

インストールメディア 説明 セットアップ要件
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インストール先
表 A-3 に、オペレーティングシステムのインストールに使用できる、サポートされ
るインストール先を示します。

リモート起動メ
ディア (続き)

注 － 自動インストールイメージを
使用すると、複数のサーバーで OS 
のインストールを実行できます。
自動イメージを使用すると多くの
システムで設定を統一できます。

自動インストールでは、Pre-boot 
eXecution Environment (PXE) 技
術を使用し、オペレーティングシ
ステムがインストールされていな
いクライアントをリモートで起動
して、自動インストールサーバー
からオペレーティングシステムを
インストールします。

PXE を使用してインストールを実行するには、次の手
順を実行します。

1. PXE 起動経由でインストールをエクスポートするよ
うにネットワークサーバーを設定します。

2. OS インストールメディアを PXE 起動で利用できる
ようにします。

自動 OS インストールイメージを使用する場合は、
次のような自動 OS インストールイメージを作成す
る必要があります。

- Solaris JumpStart イメージ

- RHEL KickStart イメージ

- SLES AutoYaST イメージ 
- Windows WDS イメージ

インストールのセットアッププロセスを自動化する
方法については、オペレーティングシステムベン
ダーのドキュメントを参照してください。

3. インストールメディアを起動するには、一時起動デ
バイスとして PXE 起動インタフェースカードを選択
します。

表 A-2 OS インストール実行のための起動メディア (続き)

インストールメディア 説明 セットアップ要件
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表 A-3 OS インストールのインストールターゲット

インストール先 説明 セットアップ要件 サポートされる OS

ローカルハード
ディスクドライ
ブ (Hard Disk 
Drive、HDD) 
または 
半導体ドライブ 
(Solid State 
Drive、SSD)

サーバーに取り付けられている
ハードディスクドライブまたは半
導体ドライブはどれでも、オペ
レーティングシステムのインス
トール先として選択できます。

HDD または SSD がサーバーに正しく取
り付けられていて、電源が入っているこ
とを確認します。

HDD または SDD の設置と電源投入につ
いては、サーバーに付属のインストール
ガイドまたはサービスマニュアルを参照
してください。

付録 D に示す、
サポートされて
いるすべてのオ
ペレーティング
システム。

ファイバチャネ
ル (Fibre 
Channel、FC) 
Storage Area 
Network (SAN) 
デバイス

ファイバチャネル PCIe ホスト
バスアダプタ (Host Bus 
Adapter、HBA) が搭載されてい
るサーバーでは、外付けの FC 
ストレージデバイスにオペレー
ティングシステムをインストー
ルできます。

• サーバーに FC PCIe HBA が正しく設
置されていることを確認します。

サーバーへの PCIe HBA オプションの
取り付け方法については、『Sun Fire 
X4470 M2 サーバーサービスマニュア
ル』を参照してください。

• ホストでストレージを認識できるよう
に SAN を設置および設定します。

手順については、FC HBA の付属ド
キュメントを参照してください。

付録 D に示す、
すべてのオペ
レーティングシ
ステム。
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付録 B

新規インストール時の BIOS のデ
フォルト設定

ハードディスクドライブまたは半導体ドライブに新しいオペレーティングシステムを
インストールする場合は、オペレーティングシステムのインストールを実行する前
に、次の BIOS 設定が適切に設定されていることを確認するようにしてください。

■ システム時刻

■ システム日付

■ 起動順序

BIOS の出荷時デフォルト設定の確認
BIOS 設定ユーティリティーでは、必要に応じて BIOS 設定を表示および編集するだけ
でなく、最適なデフォルト値を設定することもできます。BIOS 設定ユーティリティー
で変更した設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2 キーを使用してシステムの BIOS 設定を表示または編集できるほか、BIOS の起動
中に F8 キーを使用することで、一時起動デバイスを指定できます。F8 キーを使用し
て一時起動デバイスを設定した場合、この変更は現在のシステム起動のみで有効です。
一時起動デバイスで起動したあとは、F2 キーで指定した常時起動デバイスが有効にな
ります。
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インストールを開始する前に

BIOS 設定ユーティリティーにアクセスする前に、次の要件を満たしていることを確
認します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD) または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD) が搭載されている。

■ HDD または SSD がサーバーに適切に設置されている。詳細は、『Sun Fire X4470 
M2 サーバーサービスマニュアル』を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、20 ページの「OS インス
トールを実行する際のコンソールオプション」を参照してください。

▼ 新規インストールの BIOS 設定の表示または編集

1. サーバーの電源をリセットします。

サーバーの電源をリセットするには、次の手順を実行します。

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」-->「Remote Power 
Control」タブを選択し、次に、「Select Action」ドロップダウンリストボッ
クスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバー
の電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

2. BIOS 画面でプロンプトが表示されたら、F2 キーを押して BIOS 設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

しばらくすると、BIOS 設定ユーティリティーが表示されます。

3. 出荷時のデフォルト値に設定するために、次の手順を実行します。

a. F9 キーを押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL 
(キャンセル)」を選択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enter を押します。

BIOS 設定ユーティリティー画面が表示され、システム時刻フィールドの最初
の値でカーソルが強調表示されます。
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4. BIOS 設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時刻またはシステム
日付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。

上下の矢印キーを使用して、システムの時刻と日付の選択を変更します。

b. 強調表示されたフィールドの値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+) を押すと、表示されている現在の値が増加します。

■ マイナス (-) を使用すると、現在表示されている値が減少します。

■ Enter キーを押すと、カーソルが次の値フィールドに移動します。

5. 起動設定にアクセスするには、「Boot (起動)」メニューを選択します。

「Boot Settings (起動設定)」メニューが表示されます。

6. 「Boot Settings (起動設定)」メニューで、下矢印キーを使用して「Boot Device 
Priority (起動デバイスの優先順位)」を選択し、Enter キーを押します。

「Boot Device Priority (起動デバイスの優先順位)」メニューが表示され、認識さ
れている起動デバイスの優先順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、起
動の優先度がもっとも高いデバイスです。

7. 「Boot Device Priority (起動デバイスの優先順位)」メニューで次の手順を実行し
て、リストの最初の起動デバイスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enter キーを押し
ます。

b. 「Options (オプション)」画面で、上矢印キーと下矢印キーを使用してデフォ
ルトの常時起動デバイスを選択し、Enter キーを押します。

「Boot (起動)」メニューおよび「Options (オプション)」 メニューに表示され
るデバイスの文字列は、デバイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 
ID 文字列で構成されています。

注 – 変更する各デバイス項目に対して手順 7a および 7b を繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスの起動順を変更できます。

8. 変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押します。

または、「Exit (終了)」メニューで「Save (保存)」を選択して変更を保存し、BIOS 
設定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を終了する
ことを確認するメッセージが表示されます。メッセージダイアログで「OK」を選
択して、Enter キーを押します。

注 – Oracle ILOM リモートコンソールを使用している場合、F10 キーはローカル
OS にトラップされます。このため、「Remote Console」ウィンドウの上部にある
「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があり
ます。
付録 B 新規インストール時の BIOS のデフォルト設定 27
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付録 C

Tools and Drivers Firmware のダウン
ロード

ツールおよびドライバのファームウェアが含まれたオプションの Documentation and 
Media Kit DVD を注文していない場合、または Tools and Drivers Firmware にサー
バー用の最新のツールとドライバが含まれていることを確認する必要がある場合、こ
の付録で説明しているダウンロード手順を実行します。

注 – Documentation and Media Kit DVD は、Oracle eDelivery サイトでいつでも注
文できます。(http://edelivery.oracle.com)

ダウンロード手順
Tools and Drivers Firmware の ISO イメージをダウンロードするには、次の手順を実
行します。

▼ Tools and Drivers Firmware のダウンロード

1. (https://support.oracle.com) にアクセスします。

2. My Oracle Support にサインインします。

3. ページの上部にある「Patches and Updates (パッチとアップデート)」タブをク
リックします。

4. 「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Product or Family (Advanced 
Search) (製品またはファミリー (詳細検索))」を選択します。
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5. 「Product? Is (製品は?)」フィールドで、完全な製品名 (たとえば、Sun Fire 
X4470) を入力するか、または一致する製品名の一覧が表示されるまで、製品名の
一部を入力してから、該当する製品を選択します。

6. 「Release? Is (リリースは?)」プルダウンリストで、下矢印をクリックします。

7. 表示された画面で、製品フォルダアイコンの隣にある三角印 (>) をクリックし、選
択肢を表示してから、該当するリリースを選択します。

8. 「Patches Search (パッチ検索)」ボックスで、「Search (検索)」をクリックします。

製品ダウンロードデータのリスト (パッチとしてリストされる) が表示されます。

9. 該当するパッチ名 (たとえば、Sun Fire X4470 SW 1.1 リリース向けのパッチ 
10266805) を選択します。

10. 表示された右側のウィンドウで、「Download (ダウンロード)」をクリックします。
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付録 D

サポートされているオペレーティン
グシステム

この付録の表 D-1 では、本書の発行時点で、Sun Fire X4470 M2 サーバーでサポート
されているオペレーティングシステムを示します。

Sun Fire X4470 M2 サーバー上でサポートされているオペレーティングシステムの最
新リストについては、Sun Fire x86 ラックマウントサーバーの Web サイトにアクセス
し、Sun Fire X4470 M2 サーバーのページを参照してください。

(http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-
x86/overview/index.html)
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サポートされているオペレーティングシ
ステム
Oracle の Sun Fire X4470 M2 サーバーは、次のオペレーティングシステムまたはそれ
以降のリリースのインストールと使用をサポートします。

表 D-1 サポートされているオペレーティングシステム

オペレーティン
グシステム

サポートされているバージョン 追加情報

Windows • Microsoft Windows Server 2008 SP2、Standard 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、
Enterprise Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、
Datacenter Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Standard 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Enterprise 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、
Datacenter Edition (64 ビット)

• Sun Fire X4470 M2 
サーバー Windows オ
ペレーティングシス
テム設置マニュアル

Linux • Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linux

• Oracle Enterprise Linux 5.5 (64 ビット)
• SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1

(64 ビット)
• Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5.5 (64 ビット)
• RHEL 6.0 (64 ビット)

• Sun Fire X4470 M2 
サーバー Linux オペ
レーティングシステ
ム設置マニュアル

Oracle Solaris • Oracle Solaris 10 09/10 または以降のリリース • Sun Fire X4470 M2 
サーバー Oracle 
Solaris オペレー
ティングシステム
設置マニュアル

仮想マシンソ
フトウェア

• Oracle VM 2.2.1 • Sun Fire X4470 M2 
サーバー仮想マシン
ソフトウェア設置マ
ニュアル
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